
il大群ﾂﾉ1111ﾔ
受
け
た
。

　
捜
索
容
疑

学
同
の
内
ゲ

の
投
石
、
Ｊ

系
と
の
衝
突
。

派
と
ブ
ン
ド
ー

る
。
が
、
四

っ
て
い
る
。

法
政
大
学
、

早
大
は
革
マ
ル
と
杜

法
政
大
は
機
動
隊
へ

ゲ
パ
事
件
‐
‐
・
で
あ

八
を
前
に
し
た
治
安

・
で
あ
る
。
、

―ご
号
館
前
の
板
塀

ベ
ニ
ヤ

て
い
た
が
、
「
四

し
て
は
ず
し
た
も変

た
ヘ
イ
は
約
Ξ
μ

ヤ
ラ
シ
イ
感
じ
を

イ
が
、
笠
月
中
に

　
　
（
Ｓ
）

三度目の退寮勧告
新寮闘委は近く要請文提出

「
寮
の
自
治
権
」

な
ど
を
め
ぐ
っ
て

対
立
が
続
い
て
い

る
本
学
丁
二
部

学
生
豪
（
中
山
県

二
部
県
生
を
除

く
）
に
対
し
、
二

十
三
日
、
大
学
当

笥
は
「
即
時
退
京

を
強
く
要
求
す

る
」
旨
の
告
文
を

発
し
た
。

　
こ
の
寮
生
に
対

す
る
答
告
文
は
、

さ
き
に
出
さ
れ
た

「
二
・
二
六
退
京

通
告
」
『
三
こ

○
芦
安
』
に
次
い
で
、
三
度
目
。
退
一
寮
闘
委
員
長
）
こ
と
も
あ
っ
て
、
「
そ

祭
警
告
の
対
象
は
、
こ
れ
ま
で
当
局
伺

の
言
う
″
不
法
入
居
夕
で
あ
る
一
年

’
次
宛
（
当
時
）
に
阻
ら
れ
て
い
た
が
、

聚
面
か
、
こ
の
た
び
新
入
生
に
対
す

る
自
宇
選
考
を
強
行
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
全
祭
祀
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
し

文
面
こ
そ
強
硬
で
あ
る
も
の
の
、
過
去

一
巡
の
当
鳥
飼
の
と
っ
て
き
た
「
実
力

行
使
は
避
け
る
」
と
の
姿
勢
か
ら
見
て

直
接
的
に
祭
祀
排
除
に
乗
り
円
す
と
い

っ
た
こ
と
は
ま
ず
「
な
い
」
と
す
る
見

方
か
一
一
交
配
的
で
あ
る
。

　
一
万
、
祭
祀
側
の
受
け
取
り
方
は
、

二
十
日
に
本
校
七
三
一
壽
教
室
で
Ｉ
〇

〇
名
以
上
を
集
め
て
の
『
抗
議
案
嶺
』

を
問
き
、
「
虎
豹
を
み
た
」
（
円
代
新

「
学
館
の
位
置
ぱ
」

　
　
理
科
辿
が
公
開
質
問
状
提
出

　
戸
科
部
連
合
会
（
佐
々
太
絹
治
委
細

長
）
は
、
二
十
日
（
月
）
、
立
酋
に
よ

っ
て
学
生
部
長
男
に
、
次
の
よ
う
な
学

生
会
館
の
口
フ
ク
ア
ウ
ト
ぶ
問
す
る
当

局
の
姿
勢
を
正
す
旨
の
公
開
質
問
状
を

立
て
か
け
た
。

　
　
【
公
開
質
問
状
要
旨
】
　
現
在
副
治

大
学
に
お
い
て
大
学
と
し
て
の
袴
能
が

充
分
采
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
句
大
学

を
人
間
形
成
の
錫
と
し
て
本
質
を
語
る

姿
勢
は
そ
の
影
す
ら
見
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
具
体
的
に
は
十
月
九
日
の
機
動

｀
７
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ

４
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

　
■
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
、
　
　
　
　
　
　
　
、
‘
、
’

表
各
会
議

≒
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

で
ま
た
衝
突

は
、
「
決
定
的
な
」
段
階
に
ま
で
は
進

展
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
一
般

府
な
見
方
で
あ
る
。
五
月
六
日
に
は
、

和
泉
で
代
表
者
会
｛
が
回
か
れ
る
こ
と

Ｉ
敗
導
入
に
よ
る
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
か
ら

そ
の
発
端
が
妬
ら
れ
、
現
在
な
お
続
く

学
館
一
部
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
に
そ
の
痕

跡
が
見
ら
れ
る
。
学
生
と
し
て
の
対
話

の
錫
と
し
て
あ
る
べ
き
学
館
ロ
ビ
ー
す

ら
開
放
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
で

学
生
の
自
治
な
ど
考
え
ら
れ
る
は
ず
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
今
ま
で
、

ロ
ッ
ク
・
7
4
ウ
ト
さ
れ
て
い
た
学
館
の

一
、
二
階
に
お
い
て
は
生
協
白
蛇
と
し

て
現
在
開
放
さ
れ
て
日
常
的
に
使
用
さ

れ
て
い
る
な
ど
言
責
断
で
あ
ろ
う
。

今
啓
ビ
ー
ズ
雲
を
覗
し
明
大

生
の
人
間
形
成
の
錫
と
し
て
今
学
生
で

使
用
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
・
る
。
≒
科
連
と

し
て
は
プ
レ
ハ
ブ
部
室
の
老
朽
化
は
全

く
用
を
為
し
得
な
い
か
故
に
、
學
館
口

ピ
士
扁
室
の
位
匯
は
当
然
高
い
。
と

こ
で
学
館
三
階
フ
ロ
ア
ー
ロ
ッ
ク
・
ア

ウ
ト
と
学
館
に
つ
い
て
の
以
下
の
よ
う

に
見
解
を
正
す
。

　
①
学
館
の
三
階
フ
ロ
ア
ー
だ
け
ロ
ッ

ク
ア
ウ
ト
し
て
い
る
の
は
何
故
か
。

　
②
現
在
、
学
館
を
ど
ん
な
も
の
と
し

て
考
え
て
い
湧
か
。
　
　
’
。

　
③
今
後
、
学
館
を
学
内
に
お
い
て
ど

う
位
置
付
け
る
の
か
。

れ
に
対
す
る
詣
詔
’
の
反
応
の
現
れ
」

と
、
い
た
っ
。
て
″
冷
や
や
か
″
。
当

面
の
運
動
方
針
は
、
五
月
卜
句
に
予
定

さ
れ
て
い
る
膏
聚
闘
争
委
員
会
が
打
ち

田
す
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
再
三
行

な
っ
て
き
た
『
団
交
愕
請
』
も
同
時
に

提
出
す
る
意
向
で
あ
る
。

　
ま
た
、
当
局
は
‐
１
四
・
二
八
沖
繩
デ

ー
」
『
の
前
夜
、
生
田
聚
に
約
二
〇
〇
名

ぼ
ど
の
独
学
同
系
他
大
学
生
が
宿
泊
し

た
あ
げ
く
、
竹
ザ
オ
を
持
っ
て
出
よ
う

と
し
、
概
勲
政
の
規
制
を
受
け
た
事
実

を
か
な
り
痕
く
み
て
お
り
、
「
心
証
を

吉
し
た
」
（
学
供
屎
談
）
と
語
っ
て
い

る
。

　
。
な
お
、
荒
四
交
内
容
は
次
の
通
り

　
’
ご
【
騒
音
】

　
大
学
は
建
設
的
な
話
し
台
ぃ
雲
巫

諸
君
に
求
め
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

昨
年
来
会
共
闘
の
一
方
的
な
宣
伝
の
場

に
す
ぎ
な
か
っ
た
「
大
衆
団
交
」
と
、
。

う
形
式
を
固
執
す
る
寮
生
諸
君

に
、
今
日
。
ま
で
話
し
合
い
は
実

ぃ
な
ぃ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

京
座
た
ち
は
、
一
方
的
に
京
座

主
募
」
を
お
こ
な
ぃ
生
を

ご
　

一

せ
た
。
こ
の
「
自
主
募
集
」
は
大
学
が

全
く
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
、
｝

れ
に
応
募
し
た
新
入
生
諸
君
も

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
ぃ
る
は

い
ぶ
二

る
。
大
学
の
道
理
を
つ
く
し
た
説
賜
に

も
か
か
わ
ら
ず
今
年
入
京
し
た
諸
君
に

Ｉ

つ
ぃ
て
は
、
大
学
は
そ
の
圧
当

め
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い

退
祭
す
る
こ
と
を
賜
求
す
る
も

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ユ

　
大
学
か
寮
生
諸
君
の
自
治
に
つ
い
て

不
当
に
介
入
す
る
鳶
図
を
持
っ
て
い
な

い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
高
司
の
交

渉
過
程
を
公
圧
に
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
・
ず
再
三
の

学
長
荒
屋
無
視
し
、
あ
く
ま
で
も
｝

方
的
に
県
に
と
ど
ま
る
と
ぃ
う
こ
と
は

絶
対
に
詐
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
大
学
は
、
中
山
県
に
い
る
正
当
な
複

利
を
持
つ
京
胞
以
外
の
学
生
諸
君
に
対

し
て
白
四
即
刻
退
京
す
る
よ
う
、
強
く

群
求
す
る
。
　
　
　
　
以
上

　
昭
和
4
5
年
４
月
2
3
日

　
バ
‘
　
　
　
　
　
学
長

権
威
失
遂
に
苦

?
j
2
1

Q
＆
t
＆
4

　
　
４８
名
が
参
加

　
　
　
本
学
教
職
員
組
合

　
第
四
十
一
回
メ
ー
デ
ー
は
、
五
月
一

日
、
「
働
く
も
の
の
団
結
で
生
活
と
権

利
、
平
和
を
守
ろ
う
」
を
中
心
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
、
全
国
一
千
七
会
場
で
行

な
わ
れ
た
が
、
本
学
か
ら
は
教
職
両
組

合
の
四
十
八
名
が
、
爽
京
・
代
々
木
公

園
の
中
央
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
た
。

　
　
　
　
　
村
田
寛
典
Ｉ
す
で
に
学

　
　
　
　
内
で
は
佃
る
人
も
少
な

　
　
　
　
い
。
昭
和
4
1
～
4
2
年
の
学

匹

費
闘
争
当
時
、
全
学
闘
争

　
　
　
　
委
員
と
し
て
活
躍
、
同
年

６
月
給
原
資
托
者
の
一
人
と
し
て
無

期
停
学
（
和
泉
暴
力
湾
件
）
処
分
に

な
り
、
一
年
後
の
二
月
鬼
籍
に
入
っ

た
闘
士
で
あ
る
。
今
年
は
ち
ょ
う
ど

三
利
息
に
あ
た
り
、
村
田
君
の
丑
星

代
さ
ん
か
ら
編
集
部
に
故
人
を
し
の

ぶ
手
紙
を
い
た
だ
い
た
の
で
今
回
は

そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
た
い

▼
『
七
〇
年
を
目
指
し
、
激
し
く
唱

え
て
き
た
反
体
制
運
動
の
実
情
ち
ょ

ろ
見
ず
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
事
を
残

念
に
思
い
ま
す
。
な
ぜ
亡
く
な
っ
た

の
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
は
厄
日
片
時

と
し
て
忘
れ
る
雁
な
く
涙
の
明
け
暮

れ
で
す
。
学
費
闘
争
敗
北
の
「
急
転

妥
と
の
記
事
を
読
み
返
し
て
、
ぼ

ろ
ぼ
ろ
と
戻
に
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

波
乱
万
丈
の
闘
原
の
終
末
を
一
人
で

彼
は
思
い
続
け
、
な
や
み
続
け
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
一
月
～
二
月
は
彼

に
と
っ
て
は
心
も
屎
つ
る
迅
雷
の
月

で
ご
ざ
い
ま
し
た
（
賂
）
。
φ
暴
行
事

件
で
処
分
Ｉ
Ｉ
思
わ
ず
胸
を
っ
ぶ
さ

れ
ま
し
た
。
断
腸
の
思
い
で
む
ざ
い

ま
す
。
心
の
や
さ
し
い
、
素
直
な
、

誰
か
・
ら
も
愛
さ
れ
、
喧
嘩
一
つ
し
な

か
っ
た
わ
か
子
。
や
は
り
大
学
と
い

う
と
こ
ろ
、
思
想
の
対
立
と
い
う
も

の
の
恐
し
さ
が
つ
く
づ
く
と
身
に
迫

っ
て
ま
い
り
ま
す
（
賂
）
。
φ
去
年

一
年
は
故
人
を
到
解
し
よ
う
と
学
生

退
勤
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
あ
ま

り
に
離
れ
た
世
界
に
戻
り
ま
し
た
こ

吋
冑
歳
一
箱

法
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史
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収
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瀦
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宇
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弘
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軸

赤
松
　
要

今
野
源
ハ
郎

山
口
　
茂

黒
沢
　
諸

黒
沢
　
漬

平
井
泰
太
郎

石
井
・
島
田

森
田
俊
三

大
河
内
一
男

大
河
内
一
男

大
河
内
一
男

中
山
伊
知
郎

小
泉
　
明

篠
原
三
代
平

小
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・
相
原

小
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・
加
藤

宇
田
川
大
川

加
藤
・
ば
か

破
産
法
講
義
蜻
踪

峯
村
光
郎
悦
旛
些
一
編

労
働
法
講
義
蜻
収

刑
事
政
策
講
義
皆
朕

軽
愚
杉
山
・
宮
崎
纒

国
際
怯
講
義
奴
悶

火
能
一
郎
伊
違
邦
赤
緬

理
論
経
済
学
講
義
聡
収

山
桝
忠
恕
遍

会
計
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八
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八
〇
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九
八
〇
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九
八
〇
円

　
七
〇
〇
円

　
八
〇
〇
円

　
七
〇
〇
円

　
六
八
〇
円

　
七
八
〇
円

　
七
〇
〇
円

　
六
〇
〇
円

　
五
〇
〇
円

　
六
〇
〇
円

　
六
〇
〇
円

　
七
〇
〇
円

　
八
〇
〇
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六
〇
〇
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七
八
〇
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一
一
〇
〇
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五
〇
〇
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七
八
〇
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学
講
義
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アメリカの小さなこのニュースがやがては

世界中に大きな波紋をまきおこしました。

小さな情報をいち早く正確にキャッチして、

その中から大きな可能性を正しく導き出す

ことｰ--－それが商品取引です。

情報化時代を担う若き協栄マンは、今日も

市場で活躍することでしょう。
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